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☆報告書は道教委HPで見ることができます。大学入試にもつながっていく内容だと思います。 

是非ご覧になってみてください。 

～SEISHO PRIDE～ 

 

        【自立】さ わ や か 挨 拶 ・ 自 ら 進 ん で 学 習 

        【貢献】活力ある生徒会活動 ・ い じ め 根 絶 

        【創造】響 き 合 う 合 唱 ・ 成 長 し 合 え る 仲 間 

          

  
 

 
この３月に実施された道立高校の入試問題に分

析結果が道教委から報告されました。 

 今年度から様式が変わり，我々もビックリ。「は

じめに」を見ると，「義務教育段階の取組を踏まえ

た高等学校の指導の在り方について，学力検査問

題と関連付けて示すことにした」とその理由が書 

かれていました。つまり，課題が見られる問題を

通して，小学校と中学校の授業改善の方向性を示

し，高校入学後に必要とされる学力を確実に向上

させていこう，という訳です。 

 例えば，英語では次の問題の正答率が低かった

とのこと。（20.0％） 

 

 「問題の内容」も書かれています―この問題は、

ホテルからスタジアムへの行き方について、案内

図から読み取れる情報を活用して、事実や自分の

考えなどを表現する力をみる問題である。 

 なるほど，受検生５人中４人は，自分の考えを

表現するために必要とされる語彙や文法などを目

的に応じて活用することに課題があったことがわ

かります。 

 他教科の出来が悪かった問題についても，その

内容を確認すると，「自分の考えを表現する（国

語）」「比較して読み取り，判断する（数学）」「複数

の資料から情報を読み取って説明する（社会）」「理

解したことをもとにグラフを作成する（理科）」と

ありました。 

要するに，思考・判断し，表現するという活用す

る力に課題があるということになります。 

 そしてこのことは，青翔中の課題でもあること

もわかっています。１学期に行った各種調査や検

査から，青翔中の生徒は総じて「知識・技能」の習

得は良好な一方，それを活用することが苦手とい

う姿が見て取れます。 

□ ■ □ 

 この２学期，インプットした知識・技能をつな

いでアウトプットする課題や場面を設定する授業

改善に取り組みます。その基盤となる「主体的に

学習に取り組む態度（見通し・振り返り）」「教室内

の心理的安全性（話しやすさ・助け合い・挑戦・新奇

歓迎）」の向上を目指した指導も進めていきます。 

（青翔中学校 HP） 



主な行事 

 ４日（火）生徒会役員選挙立会演説会 

１３日（木）３年学力テスト（総合Ｂ） 

１４日（金）生徒会役員任命式 

１８日（火）拓勇西町町内会資源回収 

１９日（水）２年職場体験（1組～3組） 

 

２０日（木）２年職場体験（4組～6組） 

２１日（金）教育相談（～26日） 

３１日（月）校内研究大会＜給食あり・午前授業＞ 

注：研究授業対象学級は 5時間授業となります。 

※11 月 1 日（火）は開校記念日のため休業日となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

□08月 23日（火）校内研修（エピペン講習会） 

 本校では定期的に授業改善や生徒理解に関する校内研修を行っていま 

す。８月の研修ではアナフィラキシーショックの対応を中心に再確認し、 

緊急時のエピペンの使用方法を確認しました。今後も子どもたちの学校 

生活を充実したものにするため、研修を重ねていきます。 

□08月 31日（水）～09月 12日（金）こころの授業 

 道内はもとより全国各地で講演活動を行っている古屋良一さんをお招きし、１年生を対象

に学級ごとに「発想の転換」というテーマでお話していただきました。子どもたちは「物事

の見方を少し変えるだけで、毎日の生活が変わる」という視点を切り口に、「親の子どもに対

する思い」や「命の尊さ」に関する話を聞き、それぞれに自分の考えを深めていました。 

□09月 19日（金）第 14回学校祭 

３年ぶりに合唱の声が体育館に響き渡りました。特に３年生にとって 

は、入学以来、最初で最後の合唱コンクールでした。本校の合唱は、先 

輩の歌う姿を見て、伝統が紡がれてきました。今年度の３年生は先輩の 

歌う姿を見たことがない中での合唱の取組となりましたが、そのハンデ 

を感じさせない「さすが３年生」と思わせる合唱を披露してくれました。「あっぱれ!!」です。 

□09月 26日（月）～27日（火）高校生のインターンシップ受入れ 

北海道教育委員会では、高校生が明確な目的をもって教員養成大学等への進学につなげて

いくことができるよう、道立高校の高校生を対象に、小・中学校でのインターンシップを行

っています。本校でも本校卒業生の４名の高校生を２日間受け入れました。 

□大会結果 

○書道部…第 66回全道学校書道展＝３年生２名・１年生 14名が秀作 

 ※16 名の作品は 10月 12日～16日の期間に札幌市民ギャラリーで展示されます。 

○男女バスケットボール部… 

  苫小牧地区 U15リーグ戦兼 U15選手権大会苫小牧地区予選＝男女とも優勝※全道大会出場権獲得 

○合唱部…北海道合唱コンクール＝銀賞 

 ○サッカー部…2022年度苫小牧地区カブスリーグ＝第２位※道南ブロック大会出場権獲得 

英検ＩＢＡ（RL）について（お知らせ） 

１１月２日（水）に「英検ＩＢＡ（RL）」を実施する予定です。「読むこと（Reading）」「聞

くこと（Listening）」の２技能を測定する検定で、北海道教育委員会が日本英語検定協会と

連携し、基本的に全道の中学校で実施しているものです。 

苫小牧市の中学校では、１年生が英語検定５級レベル、２年生が英語検定４・５級レベル、

３年生が英語検定３～５級レベルの検定を実施します。本検定は、あくまでも個々の生徒の

英語力の把握や学校における授業改善に生かすことが主な目的です。生徒の皆さんには、英

語の学習を進める際の参考資料として活用してもらいたいと思います。 

 


